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タ
イ
ル
張
り
と
渋
柿
塗
装
の

作
業
に
は
延
べ
二
十
一
人
が
参

加
し
た
。
初
日
の
五
日
は
北
広

島
町
の
左
官
業
、
田
村
順
一
さ

ん
の
指
導
で
カ
ウ
ン
タ
ー
壁
面

に
タ
イ
ル
を
接
着
し
た
。
シ
ー

ル
を
は
が
す
と
青
色
の
ガ
ラ
ス 

                 

「
下
流
よ
り
見
た
る
猿
飛
」
と

題
さ
れ
た
、
百
年
前
ご
ろ
に
撮 

       

。 

    

タ
イ
ル
が
現
れ
、
歓
声
が
上
が 

っ
た
。
十
三
日
は
流
川
さ
ん
け

ん
部
を
中
心
に
、
タ
イ
ル
壁
へ

目
地
材
を
塗
り
込
み
、
木
製
壁

面
へ
柿
渋
を
塗
装
、
落
ち
着
い

た
感
じ
に
な
っ
た
。「
オ
ー
プ
ン

し
た
ら
友
達
へ
タ
イ
ル
は
自
分

が
張
っ
た
と
自
慢
し
た
い
」
と

の
声
が
あ
っ
た
。 

 

 
二
十
一
日
と
二
十
二
日
の
両

日
、
広
大
さ
ん
け
ん
部
の
南
葉

錬
志
郎
君
と
大
本
武
君
、
鎌
田

紗
希
さ
ん
が
博
物
展
示
台
の
設

計
や
展
示
台
の
板
を
購
入
。
鳥

の
は
く
製
九
体
の
埃
を
払
い
、

ア
ク
リ
ル
ケ
ー
ス
へ
納
め
た
。 

 

同
部
の
メ
ン
バ
ー
は
そ
れ
ぞ

れ
が
展
示
物
を
担
当
す
る
。
鎌

田
さ
ん
は
「
さ
ん
け
ん
自
然
塾
」 

    

ら
れ
た
と
思
わ
れ
る
絵
葉
書
の

写
真
。
袋
に
熊
南
峰
が
設
立
し

た
「
三
峡
社
」
発
行
と
あ
り
、
南

峰
の
撮
影
か
も
知
れ
な
い
。
戦

後
、
張
っ
た
ロ
ー
プ
を
手
繰
っ

て
運
航
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

そ
れ
以
前
の
手
漕
ぎ
舟
の
写
真

は
珍
し
い
。 

 

 

比
較
対
象
に
漕
ぎ
手
と
小
舟 

の
活
動
を
紹
介
す
る
ポ
ス
タ
ー

の
下
書
き
を
示
し
、
内
容
確
認

し
た
。
Ｄ
Ｉ
Ｙ
イ
ベ
ン
ト
か
ら

全
日
程
に
参
加
し
た
大
本
君
は

「
動
植
物
に
詳
し
い
人
だ
け
で

な
く
、
子
供
や
誰
で
も
気
軽
に

楽
し
め
る
場
に
し
た
い
」
と
意

気
込
み
を
見
せ
た
。
四
月
に
は

Ｄ
Ｉ
Ｙ
イ
ベ
ン
ト
で
コ
ケ
テ
ラ

リ
ウ
ム
を
予
定
し
て
い
る
。 

             
 

     

を
置
い
て
、
猿
飛
の
狭
さ
と
高

さ
を
強
調
し
、
秘
境
感
を
表
現

し
て
い
る
。
見
る
人
を
呼
び
寄

せ
る
イ
ン
パ
ク
ト
が
あ
る
。 

 

 

一
九
二
三
年
十
一
月
、
名
勝

調
査
で
来
峡
し
た
内
務
省
嘱
託 

の
考
査
員
、
国
府
犀
東
は
急
造 

の
筏
で
こ
こ
へ
入
っ
た
。
案
内 

し
た
斎
藤
露
翠
は
「
舟
の
設
備 

    

さ
ん
け
ん
自
然
塾
の
冬
プ
ロ

グ
ラ
ム
「
深
入
山
で
雪
山
ア
ニ

マ
ル
サ
イ
ン
と
イ
グ
ル
ー
づ
く

り
」
が
二
月
四
日
、
親
子
や
講

師
ら
二
十
七
人
が
参
加
し
て
開

か
れ
た
。
子
供
達
は
自
然
観
察

や
雪
遊
び
を
し
、
保
護
者
は
イ

グ
ル
ー
づ
く
り
を
体
験
し
た
。 

 

同
塾
は
今
年
度
、
四
回
の
季 

    
 

瀬
戸
内
海
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム

推
進
協
議
会
の
創
立
十
周
年
記

念
事
業
の
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
フ

ォ
ー
ラ
ム
が
二
月
十
八
日
、
約

七
十
人
が
参
加
し
て
広
島
市
内

で
開
か
れ
、
環
境
省
国
立
公
園

利
用
推
進
室
長
の
岡
野
隆
宏
氏 

ら
四
人
が
講
演
し
た
。
本
宮
炎 

 

を
要
す
と
求
め
ら
れ
た
の
で
、

翌
春
高
価
を
払
っ
て
小
舟
を
新

造
」
と
記
し
て
い
る
。 

写
真
の
舟
が
そ
れ
だ
と
し
た

ら
、
立
派
な
太
田
川
の
川
舟
で

あ
る
。
道
な
き
道
状
態
の
当
時
、

難
儀
な
運
搬
だ
っ
た
ろ
う
。
露

翠
ら
の
熱
意
を
感
じ
る
。 

 

翌
二
四
年
五
月
、
国
府
に
よ

る
再
調
査
が
あ
り
、
二
五
年
十

月
八
日
、
三
段
峡
は
国
の
名
勝

に
指
定
さ
れ
た
。（
松
尾
俊
孝
） 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 

 

   

節
開
催
と
大
和
重
工
協
賛
の
火

育
編
を
実
施
し
、
百
九
十
九
人

が
参
加
し
た
。 

 

広
島
県
里
山
エ
コ
シ
ス
テ
ム

を
通
じ
た
寄
付
も
あ
っ
て
、
さ

ん
け
ん
の
主
要
事
業
に
成
長
し

た
。
来
年
度
は
広
大
さ
ん
け
ん

部
と
協
力
し
て
、
中
高
生
講
師 

の
能
力
向
上
に
取
り
組
む
。 

 

    

理
事
長
は
さ
ん
け
ん
の
活
動
事

例
を
紹
介
し
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
へ
参
加
し
た
。 

 

同
協
議
会
の
上
嶋
英
機
会
長 

は
三
段
峡
ホ
テ
ル
の
高
下
務
さ 

ん
と
親
交
が
あ
り
、
さ
ん
け
ん 

        

             

の
設
立
当
初
か
ら
助
言
を
受
け

て
い
る
。
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー

開
設
を
知
っ
た
上
島
会
長
が

「
環
境
保
全
や
調
査
に
基
づ
い

た
ツ
ア
ー
づ
く
り
は
見
本
的
な

取
り
組
み
」
と
し
て
フ
ォ
ー
ラ

ム
へ
招
待
し
た
。
当
日
の
様
子

は
同
協
議
会
の
ブ
ロ
グ
に
掲
載

さ
れ
、
講
演
を
視
聴
で
き
る
。 
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い
な
く
な
り
、
峡
谷
は 

 
 
 
 

 

喜
び
は
ひ
と
し
お
だ
。
安
全
確
認

前
の
三
段
峡
は
、
落
石
や
倒
木
が

あ
り
探
勝
路
は
荒
れ
て
い
る
。
心

躍
る
春
、
細
心
の
注
意
を
払
っ
て

〝
恋
人
〟
を
訪
ね
て
欲
し
い
。 

   

オカリナ通じてつながる  
藤井 義信さん 

   

広島市内在住のオカリナ演

奏家。たまたま訪れた井仁の棚

田カフェ「イニミニマニモ」で、

オカリナ教室を始めた。2021年 

からは経験を生かして菓子工場長を務め、地元

の材料を使ったクッキーを人気商品に育てた。 

 三段峡へは子供のころから訪れていて、散策

すると頭がスッキリすると言う。探勝路の清掃

やコロナ禍でのイベントを楽しそうに開くさ

んけんへエールを送る。昨年、三段峡正面口で

オカリナ演奏会を開いた。オカリナを通じて、

つながりを大事にしたいと話す。「井仁と三段

峡は広島の宝。後世へ残して欲しい」。 （炎） 

この人 
人 

▼
恋
人 

さ
ん
け
ん
新
聞 

 

今
年
の
春
は
早
く
や
っ
て
来

る
よ
う
な
予
感
が
す
る
。
山
野
草

好
き
の
人
達
に
と
っ
て
は
、
春
の 

  

一口メモ 

妖
精
達
を
探
す
散
策
が
始
ま

る
。
あ
の
花
は
も
う
咲
い
た
か
、

あ
の
場
所
で
ま
た
出
会
え
る
だ

ろ
う
か
、
と
心
を
と
き
め
か
す
。

お
目
当
て
の
花
を
見
つ
け
る
と

１ 

    

 

猿
飛
の
秘
境
感 

小
舟
と
漕
ぎ
手
が
一
役 

（４） 

タ
イ
ル
張
り
作
業 

仕
上
が
り
鮮
や
か 

展
示
台
設
計
、
は
く
製
メ
ン
テ
ナ
ン
ス 

 

  ＤIＹイベントでビジターセンター整備  

 

 

ＤＩＹ写真 

瀬
戸
内
海
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
フ
ォ
ー
ラ
ム 

本
宮
理
事
長 

さ
ん
け
ん
の
活
動
事
例
紹
介 

 
 

「
自
然
塾
」主
要
事
業
に
成
長 

五
回
開
催 

百
九
十
九
人
が
参
加 

 ５月３日のオープンへ向け、三段峡ビジターセンター

の内装工事が２月、参加者を募集したＤＩＹイベント形

式で２回開かれ、カウンターのタイル張りと木製壁面を

柿渋塗装した。広大さんけん部は２日間、博物展示台の

設計や鳥のはく製をメンテナンス、「さんけん自然塾」

を紹介するポスターの内容を確認した。 

 

 

 

 

 

 

（小舟の部分を拡大） 

 

 

  

 

さんけん会員らへ呼びかけて募集した三

段峡ビジターセンターの愛称が 3 月 9 日、

Loupe（ルーペ）に決まった。21 点の応募作

から理事会で協議して 3 候補に絞り込み、

20歳代の女性が愛称を選定した。  

 

タイル壁へ目地材を塗り込む参加者 

愛称は Loupe(ルーペ) 
Ru-pe 

三段峡ビジターセンター 

オカリナコンサート＆ 
    春の花を学ぶ会 

★オカリナコンサート 10:30 

三段峡交流館横 無料 

★春の花を学ぶ会 11:15～16:00 

弁当・飲み物持参 1000円 

問合せ:さんけん事務局℡090-6078-0835（本宮） 

４
／
９(

日) 


